
巻頭言

昨年 5月に新型コロナウイルス感染症がインフルエンザと同類の 5類に引き下げられ、社

会経済活動がコロナ禍前に戻りつつあります。本学におきましても、授業時間割を以前の状

態に戻して通常の対面授業や研究室活動を行い、また学術講演会を含む各種イベントを学内

キャンパスで実施するなど、大学活動が活気づいてきたことを実感しております。

さて、その大学活動ですが、教育、研究、社会貢献から成っています。教育と社会貢献の

活動を論文の形で発表できる場は極めて少ないのが実情です。一方、研究については、その

成果を学術出版社や学会等が発行する学術誌に発表するのが一般的ですが、分野によっては

関連する学術誌が少なく自身の研究内容に相応しい学術誌が見当たらない場合もあります。

このように論文発表が困難な活動の場合、紀要はその発表の場として重要な役割を演じるこ

とになります。さらに地域を対象とした各種活動の場合は、一般的な学術誌よりもむしろ紀

要の方が注目度は高いので、情報発信力の強い発表の場として、紀要を積極的に活用するこ

とをお勧めします。

本巻には、3編の研究論文と 4編の活動報告が掲載されております。研究論文のうち１編

は査読を経た論文として掲載されています。今回、特集テーマは組まれていませんが、活動

報告の 3編は 2016年に立ちあげられた「里山工学プロジェクト」に関するものです。本学

の工学技術を里山の再生と地域社会の発展に用いることで、未来の里山を再構築することを

目的としたプロジェクトです。昨年 9月には本学で第一回目のシンポジウムも開催されるな

ど、着実に進展しているプロジェクトの一つです。本巻には他にも、教育や地域活性化に関

する活動が報告されています。

本巻の記事を通じて、本学の活動の一端を知っていただければ幸いに存じます。

学長　蝶野成臣
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